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調和の輪 — 弟子の版（13～17歳）

親と思春期の学習者のためのガイド。Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyに基づいています。




親と教育者へ


思春期の閾値

13歳から17歳の間に、学習者はWorld/Blueprint/Harmonic Pedagogyが中級（Sādhaka）から上級（Ācārya）へと進行中の移行段階へと渡ります。このステージの決定的な特徴は、真の体系的思考の出現です。複数の視点を同時に保ちながら、内容だけではなく構造について推論し、どの幼い子どもも完全な真摯さをもって問うことのない質問—わたしの人生の目的は何か？—を問う能力です。

これはWheel of Harmony/Wheel of Harmonyが診断ツールから実存的フレームワークへと転換する年代です。思春期の若者は単に自分の柱をチェックインするのではなく、輪がなぜこのような構造を持つのか、Presenceがなぜ中心に座するのか、Dharmaという概念—宇宙的秩序との独自の統一—が自分たちの新しく現れつつある同一性にどのように適用されるかを理解し始めます。



探究者の版からの変化

完全な調和主義の用語がこれで利用可能になります。サブ車輪は完全に開かれ、すべての中心原則に名前が付けられ、それらの哲学的意味にアクセスできます。三つの認識論的レジスターが関連するようになります。思春期の若者は異なる種類の知（感覚的、論理的、経験的、観想的な）があることを理解できるようになり、単に異なる情報量ではなくなります。七角形の幾何学は装飾的ではありません—それは哲学的重みを持ちます（七つの還元不可能な次元、各々が必要で、どれも冗長ではありません。臨在がすべてを貫く）。

弟子版はまたWorld/Blueprint/Architecture of Harmony—個人の輪への文明的な対応物—を紹介します。年を通じて自分の輪をナビゲートしてきた思春期の若者は、同じパターンがどのようにスケールするかを見る準備ができています。持続は健康に対応し、統治は奉仕に、コミュニティは関係に、教育は学びに、生態系は自然に、文化は遊びに対応し、物質に管理が対応し、中心の臨在は臨在に対応します。個人的なものと文明的なものの間のこの関係はHarmonismで最も強力な動きの一つであり、思春期の心はこれを受け取る発達段階にあります。



課し込まずにサポートする方法

思春期の若者の輪への関係は主権的でなければなりません。輪が親が彼らにさせるものになるなら、それは死にます。調和主義的教育学の建築全体は設計上自己解消的です。あなたは人が輪自体を読んでナビゲートする方法を教えて、その後、後ろに下がります。成功とは、彼らがもはやあなたを必要としないということです。これはHarmonicsがその教育的表現—実践者は調和学者自身の読みへの依存ではなく、輪を読む規律を伝える—です。

これは意味します。弟子の輪を利用可能にしてください。思春期の若者がイニシアティブを取るときに議論してください。あなた自身の生活で使用をモデルにしてください—自分自身で輪のチェックインをするのを彼らに見せ、自分自身の不均衡に名前を付け、自分自身の調整を行ってください。しかし輪のジャーナリングを要求しないでください、自己評価を評価しないでください、フレームワークを彼らに対して使用しないでください（「あなたの奉仕の柱は低い—あなたはもっと仕事をすべきだ」）。輪がコンプライアンス手段になる瞬間、それは有価義あるすべてを失います。

例外は本当の危機です。思春期の若者が明らかに健康を無視している場合（睡眠の崩壊、栄養機能障害）、関係（完全な孤立）、または臨在（一瞬でさえ静止することができない、慢性的なスクリーン依存）、それから親の義務はまさに輪の言語を使い彼らが見ているものに名前を付けることであり、介入することです。しかし、これは親の判断であり、教育学的方法ではありません。



このステージでの二重中心

調和主義の最も深い教育上のコミットメント二つ—Presenceを教育者の存在の状態とし、愛をあらゆる教育的関係の中心として—は特に力をこめてここで統合します。それは思春期の間に彼らを放棄する誘惑が最も強いからです。思春期の若者は反論します。彼らは境界をテストします。彼ら以前に受け入れたものを拒否します。この直面で存在を失う親—恐れ、コントロール、または傷ついた権威から反応する親—は彼らが防ごうとしている正確にその断片化を伝えます。愛を失う親—罰として思春期の若者の増加する独立について気を離す親—は輪が使用可能にする関係の基盤を破壊します。

思春期の若者がこのステージで親から必要とするものは、両中心の最も高い同時の表現です。臨在の明確さ（思春期の若者を正確に見ること、投影やセンチメンタルなしで）が愛の温かさ（思春期の若者の発展を本当に重要に保つこと、特に—思春期の若者がそれを難しくしているとき）に結ばれたときです。これはAjna–Anahataの軸をその最も要求的な適用でです。自己解消的ガイダンス模型はこの二重中心の論理的表現です。思春期の若者の主権を思春期の若者の依存より愛する教育者、継続したガイダンスがもはや道を進むことになるときを知るほど十分に明確に見る教育者。後ろに下がることは分離ではありません。それは臨在によって知らされた愛の最も高い形です。



このステージでの敏感な内容

二つの輪の要素はこの年代で親の明示的な意識を必要とします。

エンセオゲン（臨在サブ車輪、第7の柱）。調和主義はエンセオゲンを神聖な植物医学として位置付けます—娯楽物質ではなく。思春期の若者は調和主義の枠線を理解すべきです。これは意識拡大の強力な道具で、敬畏、準備、ガイダンス、統合を用いて世界中の伝統を横切って使用されてきました。彼らは決して気軽に使用されず、一人では決して使用されず、心が十分な基盤を持つ前に決して使用されません（これは、調和主義の用語では、安定した臨在実践と情動成熟さを意味します）。正直な位置は、時期尚早または無責任な使用は本当に危険だが、全くその領域を「ドラッグ」として閣却することは知識的に不誠実であり、思春期の若者を彼らが必然的に質問に遭遇するとき、一貫したフレームワークなしで去るため。

ジェンダーとイニシエーション（学び、サブ車輪、第4の柱）。これは大人になることの原型的次元に対処します—通過儀礼、戦士の道、伝統的な社会が開始慣行で符号化した性別化した強さと徳の栽培。調和主義は男らしさと女らしさが本当の原型的構造であること（単に社会的構成物ではなく）を保ち、思春期の若者が熟すとき、彼らはこれらの原型との意識的な関与から利益を得ます。これは調和主義の位置が主流の進歩的教育学と異なる領域です。イデオロギーとしてではなく、哲学的真摯さで提示してください。



発達マーカー

このステージの終わりまでに、思春期の若者は次のことができるようになるべきです。


	マスター車輪とサブ車輪レベルの両方で完全な7+1の輪構造をナビゲートする

	各中心原則（瞑想、観照、管理、ダルマ、愛、智慧、畏敬、歓び）が何を意味するか、そしてなぜそれはその輪の中心を占めるかを説明する

	注意が必要な特定のサブ車輪のカテゴリを特定する詳細な自己評価を実施する

	個人の輪と文明的な建築の関係を理解する

	合理的な安定で15～20分間瞑想に座る

	彼らの新しく現れつつあるダルマについて説明する—彼らが気にかかるもの、彼らが引き寄せられるもの、彼らが行うと呼ばれていると感じるもの—それはまだ形成されているとしても

	調和主義の哲学的基礎（形而上学、認識論、倫理）について入門段階で関わる








弟子へ


完全な人生の建築

あなたは以前Wheel of Harmony/Wheel of Harmonyを使用しました—おそらく子どもの花のような、おそらく七部の地図のように。今、それを本当に何であるかを見るときです。人間の生活のあらゆる次元をナビゲートするための哲学的建築。
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輪は七角形です—七辺の図形—中心にPresenceがあり、七つの外側の柱があります。これは恣意的な配置ではありません。各柱はLogos—宇宙の内在した調和的知性—に統一された人間の存在の還元不可能な次元を表現します。これらのいずれかを削除すると、人生は構造的に不完全です。第8を追加すると、あなたは七つのうち一つの中にそれが既に生活していることを発見するでしょう。

七つの柱は以下の通りです。Health、Matter、Service、Relationships、Learning、Nature、Recreation。彼らは存在論的に等価です（原理的には、柱は他のものより重要ではありません）が、操作的に非対称です（あなたの人生段階、あなたの気質、あなたのDharmaはいつでもどの柱が最も多くのエネルギーを要求するかを決定します）。

臨在は柱の中の柱ではありません。それはすべてを通って走る中心です—意識、注意の質、あなたがしている何でもここに完全にいる能力。臨在で実行されるワークアウトは、オートパイロットで実行された同じワークアウトから質的に異なります。臨在で開かれた会話は、散漫な間に話された同じ言葉から別のイベントです。臨在は生活と単なる機能の違いです。



中心原則

各柱はそれ自身の内部の輪を持ちます—7つのカテゴリと中心原則を持つサブ車輪。中心原則はその領域の本質です。その中のすべての他のものを方向付けるもの。

臨在 → 瞑想。 内側に向けられた意識の方向付けの実践。リラックスではなく、ストレスの軽減ではなく、マインドフルネス・アズ・プロダクティビティ・ハック。瞑想は歪みなしに現実を知覚する能力の体系的な栽培です—恐れたり望むものではなく、あるもの見ること。

健康 → 観照。 あなたの体の信号に注意を払う実践—睡眠の質、エネルギーレベル、消化、回復、気分。健康はルールに従うことについてではなく、あなた自身の計器パネルを読んでそれが示すものに応答することについてです。

物質 → 管理。 物質的世界に対する支配的な指向はコンプライアンスではなく、注意です。あなたの家、あなたの道具、あなたの財務、あなたの持ち物—これらは単にあなたが持っているものではなく、あなたが責任を持つもの。管理とはあなたがそれを見つけたより材料的な世界を残すことを意味します。

奉仕 → ダルマ。 輪が問う最も深い質問。あなたはここで何をするために来たのか？あなたの仕事ではなく、あなたの趣味ではなく—あなたの呼びかけ。あなたの独自の能力が世界が本当に必要とするものに統一されるもの。ダルマを見つけることは一生の仕事であり、それは今、思春期に、質問自体から始まります。

関係 → 愛。 単にロマンチックな感情ではなく（そしてそれは含まれていますが）、他の存在を深く気にかけ、その関心に基づいて行動する活発な実践。規律としての愛—現れ、耳を傾け、正直であり、許し、保護し、必要なとき犠牲にすること。

学び → 智慧。 知識と智慧の違いは、事実を知ることと何を意味するかを理解することの違いです。智慧は生きた理解に統合される知識です—詳細の背後にあるパターンを見て、その見ることから行動する能力。

自然 → 畏敬。 自然の世界は人間の活動の背景ではありません。それはあなたが一部である生きた体系です。畏敬とは参加者として自然に近づくことを意味します。観光客ではなく—注意、注意、謙虚さで。

遊び → 歓び。 娯楽ではなく、気晴らしではなく、刺激の消費ではなく。歓びは人生と完全に関わる人間の自然な状態です。音楽、美術、物語、スポーツ、旅行、他の人との集まりは選択肢ではなく—生きていることの本質的な表現です。



サブ車輪

各柱はそれ自身の七部の輪に開きます。ここは完全な地図です。
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Wheel of Harmony/health/Wheel of Health（中心：観照）：Wheel of Harmony/health/sleep/Sleep、Wheel of Harmony/health/recovery/Recovery、Wheel of Harmony/health/supplementation/Supplementation、Wheel of Harmony/health/hydration/Hydration、Wheel of Harmony/health/purification/Purification、Wheel of Harmony/health/nutrition/Nutrition、Wheel of Harmony/health/movement/Movement。あなたの健康の柱が外れていると感じるとき、このサブ車輪はあなたが見るべき正確な場所を教えてくれます。あなたは十分に寝ていますか？十分な水を飲んでいますか？あなたの体を動かしていますか？精密さが重要です—「私は不健康です」は不満です。「私の睡眠は崩壊し、私の水分補給は不十分です」は診断です。


[image: apprentices-13-to-17-presence-wheel.png]
apprentices-13-to-17-presence-wheel.png

Wheel of Harmony/presence/Wheel of Presence（中心：瞑想）：プラーナヤーマ（呼吸実践）、音と沈黙、エネルギーと生命力、意図、反省、徳、エンセオゲン。呼吸がここに住んでいることに気づいてください、健康にではなく—これは調和主義の重要な建築的決定です。自律神経機能としての呼吸は健康です。意識の変化状態へのゲートウェイとしての呼吸は臨在です。

Wheel of Harmony/matter/Wheel of Matter（中心：管理）：Home & Habitat、Transportation & Mobility、Clothing & Personal Items、Technology & Tools、Finance & Wealth、Provisioning & Supply、Security & Protection。あなたの人生の物質的次元は表面的ではありません—あなたがあなたの持ち物、あなたの空間、あなたのリソースとどのように関わるかはあなたが責任自体とどのような関係を持つかを明かします。
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Wheel of Harmony/service/Wheel of Service（中心：ダルマ）：Wheel of Harmony/service/vocation/Vocation、Wheel of Harmony/service/value/Value Creation、Wheel of Harmony/service/leadership/Leadership、Wheel of Harmony/service/collaboration/Collaboration、Ethics & Accountability、Systems & Operations、Communication & Influence。これは最も難しい質問を問う車輪です。あなたはここで何を貢献するために来たのか？中心としてのダルマとは、奉仕のあらゆる形—リーダーシップから協力からコミュニケーションまで—があなたの独自の目的との統一によって指向されていることを意味します。
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Wheel of Harmony/relationships/Wheel of Relationships（中心：愛）：Couple、Wheel of Harmony/relationships/parenting/Parenting、Wheel of Harmony/relationships/family/Family Elders、Wheel of Harmony/relationships/friendship/Friendship、Wheel of Harmony/relationships/community/Community、Service to Vulnerable、Communication。あなたが持つすべての関係—最も親密なものから最も広い共同体的なものまで—同じ中心原則によって開かれます。愛は落ちる気分ではありません。それはあなたが作る実践です。
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Wheel of Harmony/learning/Wheel of Learning（中心：智慧）：Philosophy & Sacred Knowledge、Practical Skills、Healing Arts、Gender & Initiation、Communication & Language、Wheel of Harmony/learning/digital/Digital Arts、Science & Systems。学びは学校ではありません—それは現実についてのあなたの理解を深める生涯のプロセスです。中心としての智慧とは、統合のない知識は不完全であることを意味します。
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Wheel of Harmony/nature/Wheel of Nature（中心：畏敬）：Permaculture/Gardens/Trees、Wheel of Harmony/nature/immersion/Nature Immersion、Wheel of Harmony/nature/water/Water、Earth & Soil、Air & Sky、Animals & Shelter、Ecology & Resilience。自然界とのあなたの関係は娯楽的ではありません—それは存在論的です。あなたはこのシステムの一部です。訪問者ではなく。
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Wheel of Harmony/recreation/Wheel of Recreation（中心：歓び）：Wheel of Harmony/recreation/music/Music、Visual & Plastic Arts、Wheel of Harmony/recreation/Narrative Arts/Narrative Arts、Sports & Physical Play、Wheel of Harmony/recreation/digital/Digital Entertainment、Travel & Adventure、Wheel of Harmony/recreation/social/Social Gatherings。歓びは気晴らしではありません。それは美、遊び、物語、共有された祝いに関わる人生の自然な表現です。
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なぜこの建築か？

あなたは聞くかもしれません。なぜ7ですか？なぜ5ではなく、10ではなく、12ではなく？答えは構造的で、美的ではありません。Architecture of the Wheelは厳密な導出を提供しますが、本質は以下の通りです。7は完全な人間の人生をマップするために必要な還元不可能な次元の最小数です。7未満の力はカテゴリを統合され、本当に異なります（例えば、健康と自然は診断力を失うことなく統合することはできません）。7以上は冗長を作成します—提案された8番目の柱は既存のうちの一つのサブカテゴリであることが判明します。

7+1構造（七つの外側の柱と中心の臨在）はフラクタルです。それはすべてのレベルで繰り返します。各サブ車輪は同じパターンを持ちます。これは輪が暗記するリストではなく、認識するパターンであることを意味します。あなたが1つのレベルでロジックを理解すれば、あなたはすべてのレベルでそれを理解します。



輪と建築

ここに最多くの人が見ない何かがあります彼らが準備ができるまで。輪は文明的な双子を持ちます。World/Blueprint/Architecture of Harmonyは個人ではなく社会と機関のスケールで同じ七つの次元をマップします。健康は持続可能性になります（公衆衛生、食料システム、物理インフラ）。奉仕は統治（政治的組織、正義、リーダーシップ）になります。学びは教育になります。自然は生態系になります。遊びは文化になります。

これは、あなたが個人的な人生をナビゲートするために使用する同じフレームワークを、社会と機関を理解するために使用することもできることを意味します—そしてしばらくして、あなたが周りの世界を形成することを意味します。年を通じて自分の輪を栽培してきた人は、知らずにいることなく、健全な文明がどのように見えるかを認識する知覚装置を構築していたし、私たちのものがどこで失敗しているかです。



あなたのダルマ

輪の最も深い機能は診断的ではなく、方向的です。それはあなたがDharmaを見つけるのを助けるために存在します—あなたの独自の統一がHarmonismがLogos—現実の基本的秩序を呼ぶもののとともに。

ダルマはキャリアではありません。それはプロジェクトへの情熱ではありません。それはあなたの最も深い能力が世界の本当のニーズに遭遇するとき現れるものです—あなたが自然に引き寄せられるものとあなたが非常に良好なものが世界が実際に問題のあるもので統合するときです。それを見つけることはイベントではなく、プロセスです。そのプロセスは輪が支持するもの。あなたの人生のすべての七つの次元を見えるようにすることで、一つの領域にそれほど吸収されないようにします。失わないこと全体。

あなたはこの探索の始まりにいます。あなたがこれらの考えにすべて関わっているという事実は、探索が始まったことを意味します。それを信じてください。輪はあなたを制限するケージではありません—それはあなたを指向するコンパスです。あなたがどこに行くかはあなた自身です。






ダウンロード

弟子版の輪を印刷可能なPDFとしてダウンロード





関連記事


	Wheel of Harmony/children/Wheel for Roots — 最初の発達版（0～3歳）

	Wheel of Harmony/Wheel of Harmony — 完全な成人プレゼンテーション

	Wheel of Harmony/children/Wheel for Explorers — 以前の発達版（7～12歳）

	Wheel of Harmony/User Guide — 輪を読み、ナビゲートする方法

	World/Blueprint/Harmonic Pedagogy — 哲学的基礎

	World/Blueprint/Architecture of Harmony — 文明的対応物

	Architecture of the Wheel — 正式な導出と検証





Harmonismの教育的シリーズの一部。輪の画像はMedia/wheels/children/apprentices-13-to-17/に表示されています。
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